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1  都市交通審議会

プロジェクト紀行

池田 誠一

【１】 路面電車の廃止 …産・学・官 の思い

―連載にあたって―
　名古屋の街角から路面電車が消えて40年になりました。廃止されてからしばらくは、
寂しいという声も聞かれましたが、今ではすっかり過去のものになってしまいました。
　しかし、考えてみると、なぜ路面電車が廃止されねばならなかったのか、よく分から
ないのです。当時、名古屋の路面電車は最盛期でした。そのような交通機関をなぜ？と、
実に割り切れないものを感じました。
　最近、その路面電車が、各地で盛んに復活にチャレンジしています。そして復活の声
が、名古屋でも聞かれるようになりました。
　そこで、この１年、路面電車の意味を問い、その名古屋での復活の可能性を私なりに
考えてみることにしました。どんな結末になるのかわかりませんが、とにかく連載をス
タートさせることにします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　池田　誠一
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2  廃止の経過

（1）潮流

（2）廃止の理由

図１　昭和36年の都市交通審議会答申（抜粋）。
名古屋の路面電車の廃止が示された
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基幹部分は地下鉄、末端部分はバス

（3）名古屋の廃止

図２　名古屋市の路面電車路線（昭和36年）
（中日新聞、平成25年12月より作成）
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紀行

〈烏丸車庫から〉

3  　　 京都の路面電車

… 外周線を追って …

細長い市電烏丸車庫の跡地が、地下鉄駅やバスターミナルを入れて複合開発された

図３　京都市の路面電車系統図（京都市交通局HP）
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〈錦林車庫へ〉

今出川通。銀閣寺に向かって大文字山が見えだす。
幅は20㍍位と狭い。

今は、路面電車に変わってバスが出入りしている

幅30㍍と広い北大路通。
路面電車の外周線ルートだった

「哲学の道」は路面電車の敷石が使われている

市電錦林車庫の跡地もバスターミナルに
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 4  四面楚歌

図４　市営交通事業の乗車人員の推移。(文献①より作成)
昭和32年にはまだ路面電車の廃止を判断できる状況にはなかった


